
松原市総合防災ガイドマップ 防災アプリ「ハザードン」

浸水のおそれがある場所や、避難所などの情報はこちら

　浸水のおそれがある区域や指定避難所など、
災害発生時に市民の皆さんが迅速に避難し、被
害を最小限に抑えるための情報が記載されて
いますので、事
前に浸水のおそ
れがない場所を
確認し、早期の
水平避難を徹底
してください。
持っていない人
は、お問い合わ
せください。
　詳細は、市ホー
ムページ（下記
QRコード）にも
公開しています。

　市では、防災に関する情報を
届けるための手段として、防災
アプリを運用しています。
　このアプリをダウンロードす
ることで避難所開設情報などをプッシュ通知
で受け取ることができ、最寄りの避難所を
確認することができます。

i Phone 利用の人

Android 利用の人

台風被害に備え、事前に確認しておきましょう！
　台風で想定される被害は、大雨による浸水、強風による住居の損壊、停電など
です。事前の対策はこれらを想定し、備えましょう。
□　雨どい、側溝、屋外の排水溝はきちんと掃除をして、水はけをよくしておく。
□　植木鉢、バケツ、物干し竿など、屋外にあって固定されていないものは、
　　一時的に玄関へ退避させるなど、飛ばないように対策する。
□　雨戸やシャッターがきちんと閉まるか、事前に確認しておく。
□　雨戸やシャッターがないガラスの窓には、地震対策もかねてガラス飛散
　　防止フィルムを貼っておく。
□　屋根、塀、外壁、雨どいなどを点検し、必要な補強や修繕を行う。
□　停電に備え、懐中電灯や携帯ラジオなどの準備をしておく。
□　避難に備え、マスク・常備薬・上履きなどを含めた非常用持ち出し品を準備
　　しておく。
□　浸水害が予想される場合は、家電や生活用品は高い場所へ移しておく。
□　松原市総合防災ガイドマップで自分の住んでいる地域の被害想定を知っておく。
□　避難所までの安全な経路を確認しておく。
□　台風が接近している時は不要な外出は避ける。特に用水路や川の近くは
　　危険なため絶対に近づかない。

　雨水取込施設にゴミが溜まると、増水時に
水路の水位を低下させる本来の機能が発揮で
きなくなりますので、日頃よりご自宅周辺の

側溝の清掃を行うなど、皆さんのご協力をお
願いします。
　清掃で集めた土砂などは市が回収します。

～市民の皆さんへのお願い～

大雨時には、せきを超え、雨水管を経て河川に排出されます

雨水取込施設のしくみ

松原市公式 LINE
　市では、災害時などにおいて安全・安心に関する情報を松原市公
式LINEにて配信しております。
●問合せ　観光・シティプロモーション課（☎337－3129）
友だちの追加方法
右記QRコードを読み取るか、LINEアプリを
開き「@matsubaracity」を入力し、友だち
追加を行ってください。

08日03時08日03時

08日15時08日15時

09日15時09日15時

10日15時10日15時

▲台風進路のイメージ

ましょう！ましょう！
台風は事前に備えができる自然現象です。しかし、接近してからでは間に合いません。
　「あなたやあなたの大切な人の命を守る」ため、松原市総合防災ガイドマップなどを参考に
正確に情報収集を行い早期の水平避難を徹底しましょう。
●問合せ　危機管理課（☎337－3151）

雨に強い雨に強い まちづくりにまちづくりに
取り組んでいます取り組んでいます

特集

0203

音声版の松原市総合防災ガイドマップも
市ホームページで公開中！

※松原市メール配信サービス（マッキーメール）は10月31日㈫を
もって廃止します。

台風台風にに備え備え
　大和川、西除川、東除川に河川監視カメラを設置し、
YouTube（右記QRコード）でリアルタイムに動画配信
しています。
　大雨などで河川が増水している時の防災情報として
役立ててください。
●問合せ　上下水道管理課（☎337－3139）

河川カメラで確認！河川の増水情報は

　大雨への備えとして、主要な道路に埋設されてい
る雨水管に、水路から雨水を取り込み、水路の水位
を低下させ浸水防除を図る雨水取込施設の設置工事
を行っています。
　現在、雨水取込施設は、市内一円に43カ所設置

しています。
　今年度は、上田及び新堂地区の雨水取込施設の整
備を進めると共に、引き続き若林・小川地区の雨水
対策に取り組んでいます。
●問合せ　上下水道建設課（☎337－3140）

雨水対策事業 を進めています

▲大和川の状況①

▲大和川の状況②

▲西除川の状況

▲東除川の状況

台風第7号における本市の対応について台風第7号における本市の対応について
　日本の南海上で発生した台風第7号は、8月15日午前4時
58分頃、和歌山県潮岬に上陸、その後正午頃大阪府に最接近
した後、近畿地方を縦断し、風や雨の影響は日本各地の広い
範囲に及びました。
　本市では、14日午後3時に市内小中学校22校及び阪南大学
南キャンパス、四つ葉幼稚園の24カ所を自主避難のための避
難所として開設したところ、55人の市民の皆さんが避難され
ました。

　避難所開設にあたり、本市と
「災害時における応急食料品の優
先供給に関する協定」を締結して
いるヤマザキ製パン株式会社大阪
第ニ工場より避難物資のご提供を
いただきました。


